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Ⅰ．まえがき

岩手町豊岡は，もと御堂村久保の山林地帯であったが；戦後樺太から引揚げた人々が入植もて開

拓した土地で樺太の豊原と真岡にちなんで豊岡と名付けられた土地である．仁の開拓の人々が土地

を開墾する際に，ところどころから土器や石器が発見され，その一部を当地の是信寺住職山厨孝順

氏（岩手町水掘小学校元教諭）が所蔵していた・それが偶然筆者らの目に触れ・この地の縄文時代

遺跡が注目されるに至った・その遣物によって知られる当地の縄文文化は，中期及び後期末の－もーの

であり，比較的完形を保っている土偶などもあった．その後岩手町郷土史研究会の人々がこの付近

の遺跡を躇査して，地主紺野与十郎氏の住宅背後の丘陵一帯に，縄文晩期の遣物包含層が相当広範

囲に広がって所在することを発見した・その後耕作その他で，遺跡が破壊されるおそれがあるので

筆者にその調査を依頼してきた．そこでその二部を調査し，遺跡の状況を明らか喧し，－今後の保存

についての措置を考えることにした・

しかし調査はほんの一小部分に留まったので，遺跡の全貌を明らかにするまでにはいたりていな

第1図し遺跡付近地形図（5万分の－1「荒屋」）×印は豊岡遺跡

一1ニー



岩手大学学芸学部研究年報 第17巻（19細）第1部  

いが，その遺跡の内容ほ岩手県縄文晩期前学期の内容を示すに足るものがあった．以下その調査概  

略について報告する．   

本報告を発表するに当って，岩手町教育委員会社会教育主事亀井実氏（当時教育長代理）・岩手  

町郷土史研究会長内藤直造氏（岩手町助役）・研究会長峰子敏雄・高橋昭治・佐々木弥右衛門・高  

橋与造・斎藤孝二・瀬川政雄の諸氏の御尽力に対して厚く感謝の意を表する．また宿所に当られた  

山野孝順氏・地主紺野与十郎氏の御好意と御協力に対し，調査や遺物の整理に当って田中定一氏・  

高橋哲郎氏，一方中小学校教諭勝股国男氏や岩手大学学芸学部日本研究室の諸君に多大の協力を得  

たことをつけ加えて，厚く感謝の意を表する．  

Ⅰ．位  置・現  況  

本遺跡は東北本線の沼宮内駅と奥中山駅の中間にある御堂信号所より，北西約6加入った山間部  

に位置し1岩手郡と二戸都境にある七時雨山と西岳を主峰とする山陵の一端にある．東北本線に沿  

って北上する陸羽帯道からほ川原木より山道が通じていたが，近年木材搬出のために2間巾の道路  

に開修された．しかしこの道路ほ，火山灰地帯のためか，雨降りや雪融けにほ道路がぬかり，ジー  

プ以外の自動車ほ通行が困難になる状態で，余程天候に恵まれないと徒歩で行く以外方法のない不  

便なところである．その山間部の沢に沿う周辺→帯の丘陵地帯が開拓地となり，約45戸が入植して  

豊岡開拓地と命名され，水掘小学校の分校も設立された．その分校の場所より約2励程入った紺野  

与十郎氏宅地周辺の丘陵一帯に縄文時代の遺物包含層があり，その面掛ま20アール位ある．   

この地はもと山林地  

帯で，栓林となってい  

たが，現在ほ開墾され  

雑穀と牧草などの栽培  

地となっている．調査  

したA地点は牧草栽培  

地であり，B地点は雑  

穀栽培地である．畑の  

表面にほ相当土器片が  

散乱していて，石器な  

′∫●   

′g〃  

す／〃  

′′■  

ども表面採集される・  

両地区とも行政区画で  実員層  

は岩手町久保第1地割  

329番地である．（第  

2図参照）  

○    胤 ‘1照○  

第2図 発掘地付近地形図（A｝ Bは発掘地点）  

Ⅷ．調 査 の 概 況   

調査ほ下記の計画で実施した．  

1．期間 昭和34年8月23日～昭和34年8月29日  

2．調査主催者 岩手町教育委員会  

岩手町郷土史研究会  

3．発掘担当者 草間俊一  

4．調査員 勝股国男・板垣昭六・小野栄一・蜂谷舛平・高橋棟雄・豊中裕三  
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5・協力者 佐々木弥右衛門・高橋昭治・高橋与三・惟子敏雄・斎藤孝三・瀬川政雄  

第1日（23日）晴 朝盛岡を出発，正午現地に到着．午後1時より作業開始．Aトレンチ第1回  

目の調査開始．午後5時半終了． 

第2日（24日）  

見学に来る．   

第3日（25日）   

第4日（28日）  

名瀬州教諭に統導  

成氏見学．   

第5日（27日）   

第6日（28日）   

第7日（29日）  

曇後晴 Aトレンチ第1次調査終了．本日水掘中学校瀬川政雄・坂本樽見両教諭   

鼻後暗 Aトレンチ第2次調査開始．  

車時時晴 Aトレンチ第2次調査終了．B地点哉掘す．本日水掘中学校生徒約亜  

され，作業に協力す．佐々木弥右衛門民本日より来援．岩手町教育委貞長一粂忠  

雨 出土遺物の整理  

蜃後晴 Aトレンチ第3次調査．  

晴 遺物をまとめて帰省．   

以上の日程によって調査した概況を述べると，Aトレンチは丘陵の麓の傾斜面のゆるくなってい  

る部分に，東西1・5椚巾・南北15桝の長さのトレンチを入れたもので，これを1．5〝多毎に区切り，北  

より第1区から第10区に分ち，奇数番号の第1区から第9区の5区の調査を第1次調査として調査  

す・第1次調査の甲「ム層までの調査終了後，四方壁の断面図をとり，偶数番号の第2区から第10  

区までの5区の調査を層位的に調査したのを第2次調査として実施した．第1次・第2次の調査に  

よって，Aトレンチの予定の調査を終了した後，トレンチの準況により更に追求を必要とした．北  

方への延長に東西4刑・南北2偶のトレンチと第1区より第4区までの東方へ1別の拡張部の2箇  

所の調査を第3次調査として実施した．  

㍍
鰍
冊
脚
禦
㌫
 
 

幣
 
 

招
輯
田
田
日
田
 
 

第3図 AI区・AⅡ区西壁南北断面図  

B地区はA地点区の南西方約60桝の位置に当る丘陵の中腹で傾斜面の幾分ゆるくなっている地点  

を選び試掘を行ったものである．この地点付近からは以前に土偶及び完形土器なども発見されたこ  

とがあるので，その他層状況と遺物の包含状態を明らかにするにあった．しかし作物の関係上，若  

干ずれた地点の調査になったのか，Aトレンチの地層に比して浅く，遺物も壊れたものが散乱する  

程度で，予期した層位の状況を明らかにすることが出来なく，混在した遺物の採集に留まった．   

次にAトレンチの地層の状態について述べると，Aトレンチ西壁の断面を図示したものが挿図第  

3図である．これによって見ると，第5区から第10区に至るまで，深さ45e都内外のところに焼土層  

（a層）が層をなして広がっている．これは全体が一連のように見えるが，所により濃淡があって  

－ 3 －   
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相当黒土が入り握っているところがあり，数カ所に中心があって，それが広がった形をなしている  

とも考えられたが，相互の区切りは明らかでない．但し第4区より第5区に広がる焼土層（b層）  

は1連のもので，相当の厚みと混雑物のない層をなしていた．このb焼土層が北方に下僚している  

のはこの部分に後述する竪穴住居址があり，それが充分埋り切らない中に形成されたためかも知れ  

ない．   

この焼土a層とb層とほ第5区の断面図で明らかなように，上下の2層に分れ，b層はa層より  

後に形成されたことは明らかであって，それに続く第4区から以北の第1区までの層は，焼土a層  

より新しく形成されたものの如く認められた．従って第4区と第5区の境を区切りとして，北の方  
の第1区までは，南の方の第10区までの層より新らしい手が入っているものと認められた．しかし  

全体を通じて見て，各層がどのように新古の手が加えられているかの順位を決定することは，相当  

精細に調査を進めたけれど明らかでなかった．それほ長年の堆蹟による土圧や樹木の板の作用と，  

その根を開墾によって掘り起す際の撹乱，その上当時この地に住んだ人がどのような住居を営んだ  

か，一殊に住居の竪穴の探さが如何程あり，また何回位営まれたものであるか明らかでない放と考え  

られた．しかし兎に角第4区と第5区を境として，第4区以北の第3層は第5区以南のa焼土層よ  

り新しい層であると考えられることは明らかであるし，全体として新しい手が加えられていると考  

えられることほ，南の方はローム層上に5層（焼土層を入れると6層）が分けられるのに，北の方  

ほ4層にしか分けられないこ七によっても知られる．従って次に，第5区以南をAI区，以北をA  

Ⅱ区，Aトレンチの延長部をA皿区として述べることにする．   

AI区の地層と遺物の包含状態   

耕土となっている，地表面から20c珊位までが第1層で，遺物が散在して′いたが，土器では完形晶  

はなかった．石器は石鉄2点・石七2点出土した．第2層は20e都～35e都位までの黒褐色をした層で  

遺物の包含されるものが比較的多く，第5区では完形土器が1個出土した．石器ほ石鋲2点・石七  

1点・石錐1点出土した．この第1層・第2ノ層は焼土層の上にあり，相当他から移動して釆た遺物  

のあることも考えられ，AⅡ区と土器の形式に類似するものもあって，AI区との地層の新古は明  

らかにし難い．次の第3層との間にa焼土層が10c都～15躇の厚さで広がっていた．第3層は45～‘O  

c郡まで茶褐色をした層で，遣物包含層をなしていた．しかし土器などいずれも破片のみで，完形晶  

はなく；住居址らしい痕跡を認めることは出来なかった．石器では右舷1点・石錐1点・石斧2点  

・勾玉1点出土した．第4層は60c郡～70e都位の黒色土層で，遺物の包含されるものはなかった．第  

5層ほ70c都～85c那位の層で，黄褐色をし，第4層と同様遣物の包含されるものは見られなかった．  

その下はローム層である．   

AⅡ区の地層と遺物包含状態   

第1層は耕土で20c部位の厚さがあり，遺物が散在し’そこ、たが，土器は完形品はなく，石器は石七  

1点出土したにすぎない．第2層は20c潤～45c珊位まセの黒褐色層で，遣物は相当包含され，復原可  

能の土器や完形の土偶などが出土した．石器は石鋲5点・石七2点・石錐1点・石棒1点である．  

第3層は45c鵡～85c部位までの茶褐色土層で，遺物が最も多く包含され，土器の完形品をはじめ，土  

笛土偶なども発見された．石器は石鋲3点・石七2点・石棒3点・硬玉の丸玉1点も出土した．  

第4層は65～75c都位までの黒色土層であるが，南寄りの第3区から第4区にかけての部分は→段と  

下り，色も褐色味を帯び焼土や木炭の細粒も包含されて，この部分に手が加えられていることが看  

額された．この部分だけにほ遺物が包含されていた．しかも第4区の中央部ローム層上に径‘c都の  

不整円形の深さ50c彿もある柱穴らしい址も発見された．この部分は後に西側へ1研程広げた際にそ  

の端にも柱穴址が発見され，その柱穴址の所よりほぼ円形をなして掘り下げてあるような痕跡も認  

－ ヰ ー   
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められ，住居址らしい輪郭を示していたが，全形を現らわすまでの時間がなかった．ただこの部分  

に竪穴住居が営まれたとするならば，それはAl区のA焼土層形成後であると考えられ，そのため  

その焼土層がこの付近で切断されてしまった形をとる結果となっていると考えられる．   

この竪穴住居址を想定したとき，炉がどの辺にあったかは明らかでなかった．この部分に所在す  

るb焼土層は竪穴住居址の床面より，ずっと高い位置にあるが，この焼土層が炉として使用された  

焼土の堆措にすれば広がりすぎていて，はっきりした意味はわからない．あるいは土器を焼いた所  

かとも考えられた．   

A臥区の地層と遺物包含状態   

AⅢ区はAトレンチの北方延長上で，南北2〝い東西4例のトレンチを入れて調査した第3次の  

調査地区である．この部分ほ東西の断面図を中心に説明すると，傾斜面の上方の地層は下方の地層  

より一段と深くなっていて，表面ほ僚斜しているのにローム層面はこの部分においてはぼ水平に近  

い形をしている．第1層は耕土となっている表土で，20e都内外の厚さがあり，土器片が散在する程  

度である．第2層は20e鵡～40e舵までの黒色士層で，遣物の包含されるもの少なく，土器片が散在す  

る程度にすぎない．第3層は40c躍～60c那までの茶褐色土層で，50e舵の面に遺物が一面に包含されて  

いて一文化層を示していた．完形土器1個の外復原可能の土器数個出土した．石器は石鉄1点・石  

七1点・硬玉小玉1点が出土した．その下の第4層ほ黒褐色土層で，東辺ではなくなり，西側の方  

で40e胱位の厚さで存在したが，遺物は  w  

皆無であった．第3層は黄褐色土層で  

東側が厚くなっているが，第4層の所  

在するところは薄くなっていた．遣物  

の包含されるものはこの部分において  

も認められなかった．こ、の第4層・第  

5層の形に人工的な痕跡が認められる  

ように考えられるが，調査した範囲で  

は遺物が皆無であってその意味を追求  

出来るまでには至らなかった．  

匠弘一至田富星そ皿㌫盈匡ヨ蔓娘∈ヨま長駆ヨ雷鵠  

第4図 AⅢ区北壁東西断面図  

Ⅳ．出  土  遺  物  

調査によって出土した遺物は土器・石器・土偶・土笛・玉類である．   

土器   

土器は縄文晩期の土器のみで，その他のものは混在していなかった．晩期の土器も，従来大洞B  

式といおれているものとC2式A式といわれているものが数片混じているだけで，ほとんどがBくC式  

からCl式までのものが大部分である．この点筆者が昭和32年に調査した胆沢郡前沢町川岸場遺跡の  

出土土器が，縄文晩期の後半のものを主としているのに対して，本遺跡のものほ前半期を代表する  

ものであると考える・   

本遺跡の出土土器を文様の上からA煩からE頼までの5種類に大別し，それら各疑の文様の変化  

のあとをたどって，AI類からAⅧ類までというように細分して考察することにした．この細分し  

た土器の各種類が，上記した各区において，如何なる層位的関係をもって出土したかを述べて，全  

体としての考察を加えたいと思う．   

A頼（挿図第5図・第7図）   

羊歯状文を主とするものをA類とした．その発生の原形は宏行式入組文（第5図1）＿を原形とし  

一 5 ▼こ」   
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て，大洞B式の入組文（第5図  

2）となり，それから変化した  

と見られる文様（第5図3～5）  

をAl類とした．そのAI煩か  

ら羊歯状文のはじめの文様と見  

られるAI類（第5図6ノ・7）  

が発生し，それから羊歯状文の  

代表的な文様（第5図8・9）  

A月Ⅰ類が発達したと考えられ  

る．この羊歯状の蕨形の曲線が  

斜の直線となって，列点文と組  

み合わさったもの（第5図10・  

11）をAⅣ類とした．斜の直線  

が口縁に平行し，それの上下に  

口縁に平行して列点文が付けら  

れたもの（第5図12）をAV類  

とした．次に列点文が無くなる  

か，若干その名残を留めるだけ  

で，口縁に平行する二条乃至三  

条の平行沈線文が主となるもの  

（第7図1′こ5）をAⅥ凝とした  

本遺跡の場合こめ平行線線女が  

浅く弱いものと太く力強く数粂  

施文されているもの（第7図6）  

に区別され，後者は次のAⅧ類  

としたものに近い感じをもつと  

共に，その数も少なくAⅧ類に  

近似しているため，それをAⅥ  

類とAⅧ類の中間文様としでA  

Ⅶ類として一応切り離して考え  

ることにした．そうした場合A  

Ⅵ類はE敬煩～EV類と併存し  

てAl区を特色付ける土器をな  

していた．A、Ⅶ類は平行沈線文  

から工字文への変化の見られる  

もの（第7囲8）であるが，こ  

の時期に山形文を横に連続して  

重ねて描いた連続重山形文（第  

7図9）が発生している．   

B類（第5図）   

羊歯状文の一変形とも見られ  

、t ▲■、、）  
第5図 豊岡A類，B類土器  

AI類（3～5），AⅡ類（6・7）、，AⅢ現（8 
AⅣ類（10・11），AV類（12），BI類（13）；  
BⅡ類（14），BⅢ炉（15），BlⅣ類（16），  BV類（17）   

第7図 豊岡AⅥ類（1～4），AⅦ類（5′）7）  
AⅧ類（8・9），EⅢ類（10～12） 
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岩手県岩手町豊岡遺跡（草間）  

るもので，発生はBl類の場合（第5図13）はAl類と区別がつき難い文様であるが，BⅡ類（第  

5図14）になって若干差異が明らかになる．BⅢ頸（第5図15）ほ羊歯状文の一部が接続したもの  

と見られるもので，以下BⅣ類（第5図16）・BV類（第ノ5図17）とその変化が見られるが，これ以  

上の変化は明らかでなく，AⅥ類に発展解消して行ったものと考えたい．なおB皿類はE類とした  

雲形文の大腿骨文様の祖形とされているが，それに類似する点も考えられるが，この場合ほ雲形文  

の流れた形として別個に考察したいが，両者に関連があったと見ることほあえて否定しない．   

C類（挿図第6図1～8）   

C類も羊歯状文の一変形文と見られるもので，羊歯状の曲線が上向きになっているものである・  

しかしその最初の文様と見られるものはC王類（第6図1）としたもので，口綾部濫爪形の刻み目  

をつけた一群である，それをもととして，睾歯状文の影響の下にあるような文様がCⅡ類（第6図  

2）から，CⅢ頬（第6図3・4）・CⅣ類（第6図5・¢）・CV類（第6図7・8）と発展し  

て行ったが，これもAⅥ類に発展解消して行ったものと考えられる・   

D類（挿図第6図9～16）   

B式の木葉形の文様（第6図9）を原形として，互い違いの曲線文を措いたものであるが，それ  

は余り発達せず，羊歯状文の発展の中に吸収されて行ったものと考えられる．   

以上のA煩からD頼までの4種類ほ  

羊歯状文が中心文様をなすもので，相  

互の文様発展の順位も羊歯状文の発達  

に則応しているものと考えられる．そ  

れに対して次に述べるE類は別個の文  

様をなしている．   

E類（挿図第8図・第7図10～11）   

所謂雲形文とせられるものをE類と  

した．この文様について，本遺跡出土  

土器の文様について精細に研討すると  

その基本の渦巻形の楕円文を基本とし  

て，それが次第に変化して行く過程が  

たどれる．従って楕円乃至円形をして  

いるのをE日頃（第8図1～3）とし  

楕円形の一部が凹んでいるもの（第8  

図4）をEⅡ類，楕円の→部が切断し  

てひれのような複雑な文様が付加され  

たもの（第8固5・6）をE皿類，楕円  

の横への広がりが大きくなって，本来  

の形が不明になったもの（第8図7・  

8）をEⅣ類，楕円の形ほ全く忘れら  

れ，斜に走る大腿骨文枝となったもの  

（第8囲9）をEV類とした．口綾部  

の羊歯状文に平行沈線文への単純化が  

見られた影響か，雲形の複雑な曲線が  

無くなって単純なまとまりのある文様  

鮨磯  

・■、‘仰撃丹野疇 一M‘‾  

1●  

雫  ∴十嘉よ予  

第6図 豊岡C炉，D類土器  

CI類（1），C甘炉（2），CⅢ類（3・4），CⅣ塀（5・6）  

CV類（7・8），DI類（9～12），pⅡ類（13～16）   
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1’、  

第8図 E 壌 土 器  

EI類（1～3），EⅡ類（4），EⅢ類（5・6）  
EⅣ類（7・8，EV類（9）  

となってい釆たもの（第7図10・11）をEⅥ類とした．   

各類土器の出土状況とそれについての考察   

以上に分類した各類の土器が前記の各調査地区から如何なる層位的関係で出土したかを表にした  

ものが次の表である・これは各区出土の完形土器を除いた土器片を採集したもので，各破片は個体  

を別にすると見られるものの数である・  

各地区層位別・各類土器出土表   

この表によってAI類～AV類とB類・C類・D類ほAI区に主として出土し，その中でもAl類  

とCI類とCⅡ琴は第3層に最も多い・第2層にはA．Ⅲ類とAⅣ類が多くその出土の土器を特色付  

けている・A猛区出土土器はAⅥ類の浅い平行沈線文の土器が主で，それにEⅣ頸・EV類の雲形  
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岩手廉岩手町豊岡遺跡（草間）  

文士希が多く併存していることが知られる．しかしこの第AI区出土のAⅣ類とEⅥ煩・EV類はA  

I区第2層以上にも混在して発見されている．A班区出土土器の主となるものほAⅥ類とEⅣ類で  

あるが，AⅧ類とEⅥ煩が混在していて，その他文様の古いものはほと4Jど見られずAⅣ類とAV  

類の破片若干とD乳類の破片が混在したにすぎない．   

以上の各壌土器の層位的出土状況について考察を加えると，A量類～AⅡ類は最も古い文様の土  

器であり，それに対応するB類・C類・D類の土器が古いものと考えて差支えない．この種の土器  

ほ従来大洞BC式を主体として，Al類・BI現・Cl類・Dl類の如きは大洞B式に属するもの  

である．しかしこの煩の土器ほAl区にもAⅡ区にもほっきりした文化層を示す程の遺物包含層が  

なく，破片として包含されている程度にすぎなかった．   

AⅣ類を過渡形式として，AV類とAⅥ類の土器はEⅢ類～EV煩の雲形文土器と併存して，A  

Ⅱ区を特色付ける土器をなし，上記のAl区出土土器より新しい形式の土器とされる．これほ従来  

大洞Cl式に属する土器であると考える・この煩の土器のAⅡ区における包含状態は良好で，完形土  

器の全部はこの類の土器であり，その数も少なくない．この地点におけるこの頼の土券の生産が顧  

著であったことは，AⅢ区の状況を見ても明らかであるが，Al区の上層第1層・第2層に包含さ  

れる量の多いことによっても知られる．このことは土器の混在で層位的関係の明らかでなかったB  

地点出土土器檻ついてもいわれることで，数種の土器が混在しながらも，その中心となるものはA  

I区を中心に出た土器と同一形式のものであると考えて差支えなかった．   

AⅦ類とAⅧ類はEⅥ類と共に新しい文様形式をなすものであるが，本遺跡においてほAⅡ区に  

おいて若干伴出した程度にすぎなく，十分発達していたとほいい難い．これらの土器はこの後発達  

する縄文晩期後半の土器を特色付けるものであるが，本道跡においてどの程度作られていたか，調  

査した限りにおいてほ明らかでない．   

以上の考察によって，本道跡を特色付ける文化はAⅡ区を中心に出土したAⅥ類～AⅥ類の土器  

とE皿類～EV類の土器で，その前後の文様を明らかにし得る土器が出土し，縄文晩期前半期の文  

様変化のあとをたどることが出来る・   

石器   

石器は石鉄の一応形の整ったもの17点・石七11点・石錐3点・石斧4点・石棒3点で，計38点で  

ある．   

石嫉（第9図）ほ有茎が大部分で，柳葉形1点・無茎1点あるにすぎない．石材ほいずれもチヤ  

ートである．   

石七（第10図1～11）は横刃形石七  

が多く，縦刃形石七は僅かである・縦  

刃形も刃部が巾広く，小刀形のものは  

ない，石材はいずれもチャートであ  

る．  

ゆ
風
酢
1
4
臆
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了 

◎
 
 

◎
 
 

⑱
 石錐（第10図12～14）は3点である 唾  

が，今1つ石錐に入れるべきか否か判  

きりしない第10図15に示した形のもの  

がある．錐状の先端を有する点より考  

えれば，特異形石錐とすべきであろ  

う．A≠区第2層より出土せるもので  

ある．石錐の石材ほいずれもチャート  

◎⑪◎  

第9図 石＃（Ⅰ） 石嫉  
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岩手大学学芸学部研究年報 第17巻（19細）第1部  

第10回 石器類（Ⅱ） 石 七・石 錐  

である． 

石斧（第11図1～4）ほ数も少なく，作りも精巧とはいえない・1の小形石斧が若干良好な形をし  

ている・石材は輝線凝灰岩である・4のものほ相当打撃を加えるのに使用したものか，刃部は磨滅し  

て原形を相当失っている・これに類似するものに5に示した石器がある．これは一応石斧形に加工さ  

第11図 石器類（Ⅲ）石 斧・石 棒  
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岩手県岩手町豊岡遺跡（草間）  

れたものが，後の打撃によって磨滅したのか，石斧形の自然石を打石常に使用したので磨執したの  

か明らかでないが，打石器に使用した石器であることに間違いはない・  

石棒（第10図6・7）は3点あるが，図示したものほその中の2点である．いずれも破片で完形  

品はなかった．そのうノち1点は石剣形に先端が尖っているが，柄の部分ほどうなっているか明らか  

でない．石材は粘板岩である．   

土偶・その他土製晶   

土偶は完形のもの2体の外，形体のはっきりしているもの3体で，その外B地点からすでに発見  

されているもの2体ある．頭′部や四肢の断片は数体分あ一り，比較的多いといえる・土偶の形体は胴  

部と四肢で∬字形の形体をとっているのに特徴がある．この形体の土偶でほ頭部が軽視されたもの  

か，小突起だ研こ留まっているもの（第12図1）の如きものがある．本遺跡出土の土偶を見るとき  

葛巻町五日市出土の異形土偶（図版20・21）が連想され，1）大洞Cl式の時期の土偶を特色付けるも  

のであることが知られる．なお遮光土偶の眼部の破片がAI区から1片出土しているが，図示した  

本遺跡出土の土偶ほ遮光土偶の後一形態を示す土偶と見たい■   

この土偶に関連してノ顔面土器（第12図13）の出土を据摘したい・この土器はB地点付近から既  

に掘り出きれていたものであるが，高さ9ぐ餌位の台付無文の小形土器の胴部に，沈線をもって顔面  

き苦．㌔キ‥こき軒  
第12国 土偶，土製品，玉類及び顔面土器  

〔1～7土偶，8～12土製品，13額面土器，14～1ほ類〕  

1）草間俊一「葛巻町地方の遺物」（岩手史学研究第25号）  
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岩手大学学芸学部研究年報 第17巻（1960）第1部  

を措いてあるものである．顔面を作り付けた土熟も しばしばこれを見ることがあり，県内にも数  

点これを括摘することは出来るが，措いてあるのはこれがはじめてである．縄文時代の絵画は余り  

知られていなく，この顔面の描写を絵画として取り上げられるか問題もあろうが，とに角珍らしい  

土葬として揖摘される．しかし顔面だけのところに，顔面作り付の土器とも通ずる点がある・   

動物樺頭部（第12図8）として拾摘したのほ，耳が張った小犬の顔貌をした小土製晶片で，果し  

て何を象ったものか明らかでないが，特異な土製晶として指摘したい・   

土笛Y（第12図9）と称するものほ，亀の子形をした中空の土製晶で，表裏の一カ所にそれぞれ反  

対の泣置紅小孔を開けてあるもので，一方を吹いて音を出す笛の役目をなすものといわれるが，真  

偽の雇は明らかでない．   

その他の土製品でほ径1．8e舵の土玉（第12図12）や長さ2e胱，径1e舵の土製小管玉（第12図11）  

の如きものがあったが，その用途は明らかでない．管玉は装身具の一種で，後に石で作るようにな  

った先駆的なものとも見られる．   

玉類（第12囲14～16）   

土製の管玉に関連して，硬玉製の勾玉と丸玉・小玉が各1点ずつ出土した．勾玉は扁平な体部を  

したものであり，丸玉ほ径1．5e胱の玉で，中央に一方は大きく他方は少さく穿孔してある．小玉ほ  

小さな扁平な輪に作ったもので，径0．8c瀦で，中央に孔が開いている．  

†．む  す  び  

以上豊岡遺跡調査の結果を概略を述べたが，本遺跡は縄文晩期前半Cl式土器とされる時期におい  

て最も良く文化の栄えた遺跡であって，その文化の栄える以前からこの地に文化が発達し，その頃  

を中心として文化が栄えたが，また衰えて行ったと見られるように思う．その点これ以前の文化が  

主体をなしたと考えられる一戸町蒔前台の遺跡より若干時期の後れる遺跡と見ることが出来よう・  

しかしそれと並んで岩手県内樫部の晩期前半期の土器の様式を示す代表的な遺跡であり，今後更に  

調査を進めればその内容を更に精しく明らかにすることが出来よう．   

今度は短日時の調査であったが，この時期における岩手県の土器の形式を明らかにすることがで  

きたことほ幸いであった．また土偶などにおいてもこの時代の特色を示す一形態が明らかになった  

ことは幸いである．なおt－顔面の措かれた土器”の出土など，本遺跡の縄文文化解明の上に持つ重  

要な意義を知ることが出来る．   

図版について   

図版の土偶その他の遣物の番号ほ，挿図第12図と一致させているが，第12図にないものも，20．  

21の葛巻町田土のものを除いて，この付近から調査以前に採集されているものである。  
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